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(百万円未満切捨て)

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 10,774 △2.0 △77 － △0 － △54 －

2024年３月期第３四半期 10,996 △3.8 △280 － △213 － △423 －
(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 △59百万円( －％) 2024年３月期第３四半期 △427百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 △1.65 －

2024年３月期第３四半期 △12.52 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 14,286 7,612 52.6

2024年３月期 14,545 8,401 57.0
(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 7,508百万円 2024年３月期 8,288百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 4.00 4.00

2025年３月期 － 0.00 －

2025年３月期(予想) 4.00 4.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,560 0.6 50 － 160 － 40 － 1.18
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は、添付資料P.9「四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 37,371,500株 2024年３月期 37,371,500株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 7,961,067株 2024年３月期 3,534,612株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 33,260,634株 2024年３月期３Ｑ 33,835,358株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績等の概況

(当四半期連結累計期間の経営成績の概況)

文中の将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものです。

また、文中の事業区分別売上高は、外部顧客への売上高を、事業セグメントの売上高は、セグメント間の内部

振替高を含んだ売上高をそれぞれ記載し、セグメント損益は、営業損益をベースとしております。

当連結会計年度につきましては、出版事業の収益力の低下により営業損失を計上するに至った前連結会計年度

の状況を受け、出版事業を中心とした事業構造改革による不採算製品の整理及び固定費の削減をベースに、製品

及びサービスの付加価値の向上による収益性の回復に取り組み、その結果としての営業利益の黒字転換を目指し

ております。

当第３四半期連結累計期間につきましては、営業損失を計上しているものの、第２四半期連結会計期間に続き、

当第３四半期連結会計期間の改善により、前年同期に比べ202百万損失が減少し損失幅は縮小いたしました。

出版・電子出版事業の状況といたしましては、雑誌・ムックは不採算製品を整理しつつも定価の引上げや大型

ムック本のヒット、新刊投入の増加等により増収、既刊書籍は出荷に課題があるものの、返品の減少傾向が定着

したことで増収となりました。一方、新刊書籍につきましては、売行きは回復傾向となったものの、事業構造改

革の影響等による刊行点数の減少と前期の大型書籍（ChatGPT関連）の反動で減収、大型の季節商品である年賀状

関連ムックは市場動向等を勘案し製造・出荷規模を圧縮したことで、大幅な減収となりました。コンテンツ事業

全体では、ネットメディア・サービス事業のマインクラフトのコンテンツ販売が好調に推移したものの、事業構

造改革による出版・電子出版事業の減収に加え、ソリューション事業において前期に音楽アーティスト関連の大

型受託案件があった反動等により、売上高は前年同期（9,050百万円）に比べ2.5％減少し、8,826百万円となりま

した。プラットフォーム事業につきましては、コンテンツホルダーとの協業による電子コミックプラットフォー

ム事業に係る開発費収入が減少したものの、デジマートの取引高が堅調に推移したことにより、売上高が前期

（1,946百万円）に比べ0.1％増加し、1,948百万円となりました。

これらの結果、売上高は、出版・電子出版事業、ソリューション事業等の減収により、前年同期（10,996百万

円）に比べ2.0％（222百万円）減少し、10,774百万円となりました。営業利益につきましては、不採算製品の整

理や既刊書籍の返品の減少、在庫評価の改善等により限界利益率が改善したことに加えて、事業構造改革の実施

等に伴い固定費が想定以上に圧縮されたことで減収の影響をカバーし、前年同期（280百万円の損失）に比べ損失

が202百万円減少し、77百万円の損失となりました。経常利益につきましては、前年同期（213百万円の損失）に

比べ損失が212百万円減少し、０百万円の損失となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益につきまして

は、前年同期（423百万円の損失）に比べ損失が368百万円減少し、54百万円の損失となりました。

(セグメント別の概況)

① IT

ITセグメントの売上高につきましては、書籍、雑誌の刊行点数の減少に加えて、市場動向等を勘案し、大型の

季節商品である年賀状ムックの製造・出荷規模を圧縮、前期に大きなヒットとなったChatGPT関連書籍の反動等も

あり、出版・電子出版事業は前年同期（2,151百万円）に比べ7.1％減少し1,997百万円となりました。ネットメデ

ィア・サービス事業は、ネットワーク広告が減少に転じたことで、デジタル総合ニュースサービス「Impress

Watchシリーズ」 (https://www.watch.impress.co.jp/)の広告収入が減少したものの、マインクラフトマーケット

プレイスにおけるコンテンツ販売が好調に推移したことで補い、前年同期（1,205百万円）に比べ1.7％増加し

1,226百万円となりました。ターゲットメディア事業は、前期に引き続きターゲット広告が低調に推移したことに

加え、イベント収入が減少したことで、前年同期（808百万円）に比べ7.2％減少し750百万円となりました。ソリ

ューション事業においては、受注件数は増加したものの受注単価の低下により、前年同期（273百万円）に比べ

3.4％減少し、263百万円となりました。これらの結果、コンテンツ事業の売上高は前年同期（4,439百万円）に比

べ4.5％減少し、4,239百万円となりました。

プラットフォーム事業につきましては、パートナー出版社の電子書籍の販売が減少し、売上高は前年同期（208

百万円）に比べ7.3％減少し193百万円となりました。
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以上により、「IT」の売上高は、前年同期（4,670百万円）比4.6％減の4,453百万円となりました。セグメント

利益では、販売管理費が減少したものの、減収と収益性の低下により、前年同期（389百万円）と比べ利益が158

百万円減少し、231百万円となりました。

② 音楽

音楽セグメントの売上高につきましては、前期に複数あったアーティスト関連の大型受託案件の反動によるソ

リューション事業の減収があったものの、新刊書籍の刊行点数の増加等で補い、コンテンツ事業の売上高は前年

同期（1,110百万円）並みの1,115百万円となりました。

プラットフォーム事業につきましては、DtoC事業モデル開発の取り組みが本格的にスタートし、楽器マーケッ

トプレイス「デジマート」（https://www.digimart.net/）における楽器店からの決済サービス収入が堅調に推移

したことにより、売上高は前期（329百万円）に比べ9.2％増加し、359百万円となりました。

以上により、「音楽」の売上高は、前年同期（1,441百万円）比2.4％増の1,476百万円となりました。セグメン

ト利益では、固定費の削減等による収益性の改善により、前年同期（97百万円の損失）と比べ損失が70百万円減

少し、26百万円の損失となりました。

③ デザイン

デザインセグメントの売上高につきましては、前期に課題となった既刊書籍の返品が減少傾向で推移したもの

の、事業構造改革に伴う刊行点数の減少等により、コンテンツ事業が減収となりました。

以上により、「デザイン」の売上高は、前年同期（575百万円）比9.8％減の519百万円となりました。セグメン

ト利益では、減収となったものの、事業構造改革の実施等による収益性の大幅な改善と販売管理費の減少により、

前年同期（109百万円の損失）と比べ損失が106百万円減少し、２百万円の損失となりました。

④ 山岳・自然

山岳・自然セグメントの売上高につきましては、雑誌販売が堅調に推移したことやフィギュアスケート関連の

大型ムック本がヒットしたことに加えて、新刊書籍の刊行点数の増加等により、コンテンツ事業が増収となりま

した。

以上により、「山岳・自然」の売上高は、前年同期（1,367百万円）比8.2％増の1,479百万円となりました。セ

グメント利益では、販売管理費が増加したものの、増収と収益性の改善により、前年同期（６百万円の損失）と

比べ利益が48百万円増加し、42百万円の利益となりました。

⑤ 航空・鉄道

航空・鉄道セグメントの売上高につきましては、ネットメディア・サービス事業及びソリューション事業は増

収となったものの、ムック及びカレンダーの刊行点数が増加した一方で、事業構造改革に伴う雑誌及び書籍の刊

行点数の減少等により、コンテンツ事業が減収となりました。

以上により、「航空・鉄道」の売上高は、前年同期（1,013百万円）比9.0％減の923百万円となりました。セグ

メント利益では、減収の影響を、収益性の改善と事業構造改革の実施等による販売管理費の減少で補い、前年同

期（178百万円の損失）と比べ損失が99百万円減少し、79百万円の損失となりました。

⑥ モバイルサービス

モバイルサービスセグメントの売上高につきましては、電子出版の販売は減少したものの、受託案件が増加し、

コンテンツ事業の売上高は前期（115百万円）並みの119百万円となりました。

プラットフォーム事業につきましては、コンテンツホルダーとの協業による電子コミックプラットフォーム事

業の運用受託収入が好調に推移したものの、開発受託収入が減少したことより、売上高は前期（1,153百万円）並

みの1,145百万円となりました。

以上により、「モバイルサービス」の売上高は、前年同期（1,273百万円）並みの1,268百万円となり、セグメ

ント利益は、販管費が増加したものの収益性の改善により前年同期（279百万円）比べ利益が12百万円増加し、

291百万円となりました。
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⑦ その他

その他セグメントにつきましては、新規プラットフォームサービスとして事業開発のフェーズにあるオンデマ

ンドプリントＴシャツモール「pTa.shop」（https://p-t-a.shop/）等の取扱等が増加したものの、受託案件の減

少を補いきれず、売上高は前年同期（1,198百万円）比0.9％減少の1,187百万円となりました。セグメント利益で

は、販売管理費が減少したものの、減収と収益性の低下により、前年同期（128百万円の損失）並みの129百万円

の損失となりました。

⑧ 全社

全社区分につきましては、純粋持株会社である当社のみが属しており、グループ会社からの配当、情報システ

ム等の経営インフラ使用料の手数料収入や経営管理業務の受託を売上高として計上し、経営インフラ等の運営に

係る費用を負担しております。

全社区分の売上高は、グループ会社からの配当収入の減少等により、前年同期（1,386百万円）比13.2％減の

1,202百万円となりました。セグメント利益では、販売管理費が減少したものの、減収により、前年同期（70百万

円の利益）と比べ利益が115百万円減少し、45百万円の損失となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産、負債及び純資産の状況)

当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、季節的変動要因による売上債権や棚卸資産の増加があった

ものの、自己株式の取得等による現金及び預金の減少等により、前連結会計年度末に比べ258百万円減少し14,286百

万円となりました。

負債につきましては、有利子負債の返済等があったものの、季節的変動要因による仕入債務や返金負債の増加等

により、530百万円増加し6,674百万円となりました。

純資産につきましては、配当金の支払いや自己株式の取得に加えて、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上

等により、789百万円減少し7,612百万円となりました。

自己資本は7,508百万円となり、自己資本比率は52.6％と前連結会計年度末（57.0％）と比べ4.4ポイントの減少

となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結会計期間につきましては、既刊書籍の出荷及び新刊書籍の刊行は想定を下回ったものの、下振

れのリスクを懸念していたネットメディア・サービス事業及びターゲットメディア事業が弱含みながらも想定より

は上目の着地となったことで、概ね予定通りの売上高となりました。また、利益面においては、固定費を中心に想

定を上回る削減となり、在庫評価の改善も加わり、想定を上回る進捗となっております。

一方、第４四半期連結会計期間の動向につきましては、固定費を中心としたコストの削減は想定以上の水準で着

実に実現するものの、出版事業においては、大型の季節商品である年賀状ムック及びカレンダーの店頭での販売が

弱含みに推移しており、想定を上回る返品リスクを認識していることに加え、既刊書籍の出荷動向や年度末にかけ

ての広告出稿等の法人需要については、予測の不確実性が大きいことから、通期の連結業績予想については現時点

で変更はありません。

※ 業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき、当社で判断したものであり、さまざまな不確定要素が含まれて

おります。実際の業績につきましては、今回の予想と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,914,484 4,037,574

受取手形、売掛金及び契約資産 4,830,195 5,235,125

有価証券 100,000 200,000

商品及び製品 1,247,077 1,449,348

仕掛品 226,928 225,496

返品資産 268,628 221,820

その他 677,085 696,214

貸倒引当金 △622 △654

流動資産合計 12,263,777 12,064,924

固定資産

有形固定資産 404,307 373,783

無形固定資産

ソフトウエア 203,188 191,029

のれん 42,101 31,555

その他 14,945 14,927

無形固定資産合計 260,235 237,512

投資その他の資産

投資有価証券 821,570 836,447

繰延税金資産 359,747 359,747

その他 435,925 414,240

投資その他の資産合計 1,617,242 1,610,434

固定資産合計 2,281,785 2,221,730

資産合計 14,545,562 14,286,654

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,462,490 1,708,806

短期借入金 350,000 330,000

1年内返済予定の長期借入金 121,875 75,000

未払法人税等 65,973 79,733

返金負債 493,263 928,135

賞与引当金 153,135 44,920

その他 1,574,937 1,571,825

流動負債合計 4,221,674 4,738,421

固定負債

長期借入金 50,000 12,500

退職給付に係る負債 1,639,966 1,701,168

長期未払金 48,229 42,033

その他 184,213 180,376

固定負債合計 1,922,409 1,936,078

負債合計 6,144,084 6,674,500
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,341,021 5,341,021

資本剰余金 1,684,366 1,674,873

利益剰余金 1,943,653 1,753,383

自己株式 △629,632 △1,214,570

株主資本合計 8,339,408 7,554,706

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,586 △979

退職給付に係る調整累計額 △53,861 △45,356

その他の包括利益累計額合計 △51,274 △46,336

非支配株主持分 113,344 103,783

純資産合計 8,401,478 7,612,154

負債純資産合計 14,545,562 14,286,654
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 10,996,939 10,774,465

売上原価 7,191,334 6,884,489

売上総利益 3,805,604 3,889,975

販売費及び一般管理費 4,085,816 3,967,231

営業損失（△） △280,212 △77,255

営業外収益

受取利息 46 226

受取配当金 1,425 1,404

持分法による投資利益 57,342 55,314

為替差益 533 －

その他 11,575 24,230

営業外収益合計 70,923 81,175

営業外費用

支払利息 3,495 3,617

投資有価証券評価損 516 363

為替差損 － 530

その他 8 114

営業外費用合計 4,020 4,625

経常損失（△） △213,308 △706

特別利益

投資有価証券売却益 － 10,675

特別利益合計 － 10,675

特別損失

事業構造改革費 136,861 －

特別損失合計 136,861 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△350,170 9,969

法人税、住民税及び事業税 86,397 75,129

法人税等調整額 △1,092 △676

法人税等合計 85,305 74,452

四半期純損失（△） △435,475 △64,483

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △11,898 △9,560

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △423,577 △54,922
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純損失（△） △435,475 △64,483

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 282 △3,566

退職給付に係る調整額 7,549 8,505

その他の包括利益合計 7,831 4,938

四半期包括利益 △427,644 △59,544

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △415,745 △49,983

非支配株主に係る四半期包括利益 △11,898 △9,560
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 126,266千円 105,536千円

のれんの償却額 23,963千円 10,546千円
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他

(注)１

調整額

(注)３

四半期連結

財務諸表

計上額

(注)２
ＩＴ 音楽 デザイン 山岳・自然 航空・鉄道

モバイル

サービス
計

売上高

コンテンツ事業 4,439,128 1,110,808 559,480 1,356,538 1,008,026 115,716 8,589,698 460,510 － 9,050,208

メディア＆

サービス事業
4,165,948 971,919 559,480 1,281,517 970,975 68,001 8,017,842 109,014 － 8,126,856

出版・電子出版 2,151,235 882,925 554,429 1,219,628 950,799 67,997 5,827,017 95,349 － 5,922,366

ネットメディア

・サービス
1,205,909 88,993 5,050 61,888 20,175 4 1,382,021 13,664 － 1,395,686

ターゲット

メディア
808,803 － － － － － 808,803 － － 808,803

ソリューション

事業
273,179 138,889 － 75,021 37,050 47,715 571,856 351,495 － 923,352

プラットフォーム

事業
208,685 329,351 － － － 1,153,382 1,691,419 255,311 － 1,946,730

顧客との契約から

生じる収益
4,647,813 1,440,159 559,480 1,356,538 1,008,026 1,269,099 10,281,117 715,821 － 10,996,939

外部顧客への売上高 4,647,813 1,440,159 559,480 1,356,538 1,008,026 1,269,099 10,281,117 715,821 － 10,996,939

セグメント間の内部売

上高又は振替高
22,957 1,072 16,012 10,541 5,927 4,727 61,240 482,725 △543,965 －

計 4,670,771 1,441,232 575,492 1,367,080 1,013,953 1,273,827 10,342,358 1,198,546 △543,965 10,996,939

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
389,456 △97,044 △109,145 △6,090 △178,408 279,167 277,934 △128,423 △429,723 △280,212

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、出版・電子出版、企業・自治体

向けSP・PRツール及びWebサイト等の受託制作、ECプラットフォーム・出版流通プラットフォームの開発・

運営、グループ各社の出版物流・販売管理等が含まれております。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、調整を行い、連結損益計算書の営業損失と一致しております。

３．調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益又はセグメント損失の調整額△429,723千円には、セグメント間の内部売上高の取引消去

△543,965千円、各報告セグメントに配賦していない全社費用△1,221,320千円、セグメント間の営業費用の

取引消去1,335,562千円が含まれております。
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当第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他

(注)１

調整額

(注)３

四半期連結

財務諸表

計上額

(注)２
ＩＴ 音楽 デザイン 山岳・自然 航空・鉄道

モバイル

サービス
計

売上高

コンテンツ事業 4,239,186 1,115,123 504,929 1,477,820 917,546 119,052 8,373,659 452,415 － 8,826,074

メディア＆

サービス事業
3,975,196 1,034,284 504,929 1,409,676 872,429 67,909 7,864,426 133,687 － 7,998,114

出版・電子出版 1,997,802 963,546 502,426 1,346,611 844,544 67,909 5,722,839 103,598 － 5,826,438

ネットメディア

・サービス
1,226,814 70,738 2,503 63,065 27,885 － 1,391,007 30,089 － 1,421,096

ターゲット

メディア
750,579 － － － － － 750,579 － － 750,579

ソリューション

事業
263,990 80,838 － 68,144 45,116 51,143 509,232 318,727 － 827,960

プラットフォーム

事業
193,467 359,705 － － － 1,145,483 1,698,656 249,733 － 1,948,390

顧客との契約から

生じる収益
4,432,654 1,474,828 504,929 1,477,820 917,546 1,264,535 10,072,316 702,149 － 10,774,465

外部顧客への売上高 4,432,654 1,474,828 504,929 1,477,820 917,546 1,264,535 10,072,316 702,149 － 10,774,465

セグメント間の内部売

上高又は振替高
21,040 1,315 14,293 1,739 5,481 4,209 48,079 485,255 △533,335 －

計 4,453,695 1,476,143 519,222 1,479,560 923,027 1,268,745 10,120,395 1,187,404 △533,335 10,774,465

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
231,171 △26,906 △2,457 42,493 △79,115 291,878 457,063 △129,808 △404,510 △77,255

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、出版・電子出版、企業・自治体

向けSP・PRツール及びWebサイト等の受託制作、ECプラットフォーム・出版流通プラットフォームの開発・

運営、グループ各社の出版物流・販売管理等が含まれております。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、調整を行い、連結損益計算書の営業損失と一致しております。

３．調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益又はセグメント損失の調整額△404,510千円には、セグメント間の内部売上高の取引消去

△533,335千円、各報告セグメントに配賦していない全社費用△1,158,978千円、セグメント間の営業費用の

取引消去1,287,802千円が含まれております。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま
す。
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（重要な後発事象）

（子会社による孫会社株式の譲渡）

当社は、2025年１月28日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社山と溪谷社(以下、「山と溪

谷社」という。)が所有する有限会社原の小屋(以下、「原の小屋」という。)の全株式を譲渡することを決議し、

2025年１月30日付で株式譲渡契約を締結しております。

１．目的

当社を取り巻く事業環境は、新型コロナウイルス感染症を契機として成長した分野の市場に陰りが見え始め、

厳しさを増しております。このような事業環境のもと、出版事業への経営資源の選択と集中を図るため、事業構

造改革の一環として山と溪谷社が保有する原の小屋の全株式を譲渡することを決定いたしました。

２．売却する相手会社の名称

守秘義務により非開示とさせていただきます。

３．売却の時期

2025年２月１日

４．当該子会社の名称、事業内容及び会社との取引内容

・ 名称 有限会社原の小屋

・ 事業内容 宿泊サービスの提供

・ 会社との取引内容 該当事項なし

５．売却する株式の数、売却価額、売却損益および売却後の持分比率

・ 売却する株式の数 1,200株

・ 売却価額 ０千円

・ 売却益 150,000千円(見込)

・ 売却後の持分比率 －％


